
国
交
省
検
討
委
で
地
震
対
策
議
論

藤
川
全
管
連
会
長
が
特
別
出
席

国
土
交
通
省
は
５
月
１０
日
、
東
京
・
霞
が
関
の
中
央
合
同
庁
舎
３
号
館
特
別
会
議
室
で
第
２
回
「
上
下
水
道
地

震
対
策
検
討
委
員
会
」
（
委
員
長
・
滝
沢
智
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
教
授
）
を
開
催
し
た
。
今
回
は
藤

川
幸
造
全
国
管
工
事
業
協
同
組
合
連
合
会
会
長
、
長
谷
川
健
司
公
益
社
団
法
人
日
本
下
水
道
管
路
管
理
業
協
会
会

長
ら
が
特
別
出
席
し
、
能
登
半
島
地
震
の
復
旧
活
動
で
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
課
題
や
改
善
点
な
ど
を
説
明
。
こ
れ

を
踏
ま
え
、
同
検
討
委
は
上
下
水
道
一
体
の
災
害
対
応
へ
中
間
報
告
を
ま
と
め
た
。

元
日
に
発
生
し
た
能
登
半

島
地
震
で
は
最
大
約
１４
万
戸

で
断
水
が
発
生
す
る
な
ど
上

下
水
道
施
設
が
多
大
な
被
害

を
受
け
た
。
耐
震
化
し
て
い

た
施
設
は
お
お
む
ね
機
能
を

確
保
し
た
も
の
の
、
未
実
施

の
基
幹
管
路
な
ど
で
被
害
が

生
じ
た
こ
と
で
広
範
囲
の
断

水
や
下
水
管
内
の
滞
水
が
発

生
す
る
と
と
も
に
、
復
旧
の

長
期
化
を
も
た
ら
し
た
。
こ

の
た
め
学
識
者
、
地
方
公
共

団
体
、
関
係
団
体
な
ど
で
組

織
す
る
同
検
討
委
は
災
害
に

強
い
持
続
可
能
な
上
下
水
道

シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て

議
論
を
進
め
て
い
る
。

第
２
回
検
討
委
で
は
国
交

省
の
松
原
誠
上
下
水
道
審
議

官
が
冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立
ち

「
能
登
半
島
地
震
の
被
災
地

全
体
に
一
刻
も
早
く
水
を
届

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
復

旧
・
復
興
に
向
け
た
取
り
組

み
を
継
続
し
て
い
く
。
本
日

は
現
場
の
復
旧
工
事
に
尽
力

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
２
団

体
か
ら
今
後
の
課
題
な
ど
の

説
明
を
受
け
、
上
下
水
道
一

体
と
な
っ
た
災
害
対
応
の
あ

り
方
に
つ
い
て
中
間
と
り
ま

と
め
を
行
い
、
令
和
７
年
度

の
予
算
・
政
策
に
反
映
さ
せ

た
い
」
と
述
べ
、
積
極
的
な

意
見
交
換
を
促
し
た
。

ま
た
滝
沢
委
員
長
が
「
被

災
地
で
は
日
常
生
活
に
欠
か

せ
な
い
上
下
水
道
を
使
用
で

き
ず
不
自
由
な
暮
ら
し
が
続

い
て
き
た
が
、
関
係
者
の
ご

尽
力
で
復
旧
が
進
み
、
明
る

さ
も
見
え
て
き
た
。
わ
れ
わ

れ
の
力
を
結
集
し
て
復
旧
・

復
興
に
取
り
組
み
、
今
回
の

経
験
を
活
か
し
た
災
害
対
策

に
つ
な
げ
た
い
」
と
意
欲
を

示
し
た
。

続
い
て
藤
川
全
管
連
会
長

と
長
谷
川
管
路
協
会
長
が
上

下
水
道
施
設
復
旧
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
報
告
。
と
く
に

藤
川
会
長
は
命
の
水
を
届
け

る
使
命
を
果
た
し
て
い
く
た

め
に
被
災
地
へ
の
移
動
手
段

や
宿
泊
施
設
の
確
保
、
待
期

期
間
の
長
期
化
の
解
消
、
一

貫
し
た
指
揮
系
統
・
情
報
共

有
の
必
要
性
、
水
道
事
業
体

職
員
の
増
強
、
必
要
経
費
へ

の
円
滑
な
対
応
な
ど
を
今
後

の
課
題
と
し
て
指
摘
す
る
と

と
も
に
、
耐
震
性
の
強
い
管

路
網
の
整
備
や
宅
内
配
管
の

修
繕
ま
で
踏
み
込
め
な
か
っ

た
こ
と
な
ど
も
重
要
な
教
訓

と
し
て
改
善
を
求
め
た
。
ま

た
長
谷
川
会
長
は
ス
ム
ー
ズ

な
出
動
に
向
け
た
体
制
整
備

や
寒
冷
地
に
対
応
し
た
車
両

手
配
、
管
路
に
関
す
る
デ
ー

タ
提
供
、
資
金
面
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
な
ど
を
要
望
し
た
。

今
回
の
中
間
報
告
で
は
水

が
日
常
的
に
使
え
る
こ
と
の

重
要
性
・
公
共
性
が
あ
ら
た

め
て
国
民
全
体
に
認
識
さ
れ

た
と
強
調
。
そ
の
う
え
で
被

災
市
町
で
の
整
備
の
方
向
性

・
今
後
の
地
震
対
策
・
上
下

水
道
一
体
の
災
害
対
応
な
ど

を
打
ち
出
し
た
。

被
災
市
町
で
の
整
備
の
方

向
性
で
は
復
興
ま
ち
づ
く
り

や
住
民
の
さ
ま
ざ
ま
な
意
向

を
踏
ま
え
た
災
害
に
強
く
持

続
可
能
な
将
来
に
ふ
さ
わ
し

い
上
下
水
道
シ
ス
テ
ム
を
構

築
す
る
。
人
口
動
態
の
変
化

に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
新
技

術
や
施
設
の
遠
隔
監
視
な
ど

の
Ｄ
Ｘ
を
積
極
的
に
導
入
し

て
い
く
。

今
後
の
地
震
対
策
で
は
上

下
水
道
シ
ス
テ
ム
の
急
所
と

な
る
施
設
や
避
難
所
な
ど
の

重
要
施
設
に
お
け
る
上
下
水

道
管
路
の
一
体
的
な
耐
震
化

に
力
を
入
れ
る
。
こ
れ
に
伴

い
可
搬
式
浄
水
設
備
・
汚
水

処
理
設
備
の
導
入
な
ど
に
よ

る
代
替
性
・
多
重
性
の
確
保

や
事
業
の
効
率
性
の
向
上
、

マ
ン
ホ
ー
ル
の
浮
上
防
止
対

策
な
ど
を
行
う
。

上
下
水
道
一
体
の
災
害
対

応
で
は
国
が
全
体
調
整
を
行

い
、
処
理
場
な
ど
の
防
災
移

点
化
に
よ
る
復
旧
支
援
体
制

を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
上

下
水
道
施
設
の
機
能
確
保
を

優
先
し
た
新
た
な
手
法
に
よ

る
一
気
通
貫
の
早
期
復
旧
を

め
ざ
す
。
宅
内
配
管
の
復
旧

や
汚
水
溢
水
対
応
な
ど
被
災

者
支
援
を
迅
速
に
行
う
取
り

組
み
を
推
進
す
る
。
さ
ら
に

上
下
水
道
の
広
域
化
・
統
廃

合
を
進
め
な
が
ら
浄
化
槽
へ

の
転
換
も
選
択
肢
に
加
え
て

い
く
。

検
討
委
で
は
引
き
続
き
速

や
か
に
議
論
を
進
め
、
８
月

を
め
ど
に
最
終
報
告
を
ま
と

め
る
方
針
だ
。

上下水道一体の災害対応へ上下水道一体の災害対応へ

学識者、地方公共団体、関係団体などが一堂に参集

松原審議官滝沢委員長藤川会長
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